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令和７年７月１日発行

令和７年５月３１日現在

富谷市 人口52,338・世帯数20,845／大和町 人口27,896・世帯数12,684
大郷町 人口 7,417・世帯数 2,964／大衡村 人口 5,500・世帯数 2,153

地域の人口・世帯数 合計　人口93,151・世帯数38,646

WIDE AREA KUROKAWA

富谷市／ TOMIYA

大和町／ TAIWA

大郷町／OSATO

大衡村／OHIRA

共に守る、
　　地域の未来。

令和８年度採用職員募集中



私たち、「黒川地域行政事務組合」をご存じでしょうか？
皆さんに私たちがどのような組織で、どのような仕事を行って
いるのかを紹介します。

　例えば・・・
　消防業務は市町村が行わなければなりませんが、市町村が別々に施設
を建設し業務を行っていくのは効率がよくありません。そこで複数の市
町村が共同で施設を設置し、運営することで各市町村の経費負担を
軽くするなどの目的で設置された組織が私たち黒川地域行政事務組合と
なります。

　地方自治法に基づく特別地方公共団体として位置づけられています。
これにより、職員は地方公務員として環境や消防、防災などの業務を
行います。

黒川地域行政事務組合の
　 　構成市町村とは？

　宮城県の中央に位置する
黒川地域の富谷市、大和町、
大郷町、大衡村の１市２町１村からなります。

黒川地域行政事務組合とは？

黒川地域行政事務組合
地域の安心・安全を守るために

一部事務組合とは？

黒川地域

宮城県
MIYAGI

大衡村

大和町
大郷町

富谷市

　私たちは、富谷・黒川地域４市町村で構成している複合一部事
務組合です。高度化、多様化する行政需要に対応していくため、従来
より単一行政として進められていた消防、病院、環境衛生の一層の充実
を図るため、平成３年に統合され、その４市町村の事務を行っています。
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環境衛生

病　　院 　　　総務課・財政課・業務課

消　　防

　住民皆さんの家庭などから排出されるごみ
を適正に処理し、生活環境の保全と公衆衛生の
向上を図っています。ごみ処理施設やごみを焼
却した後に出る焼却灰を埋め立てる、最終処分
場の管理運営を行っており
ます。

　黒川地域医療の要として公立黒川病院及
びくろかわ訪問看護ステーションの運営
を行っております。
　現在は指定管理者として、公益社団法人地域
医療振興協会が管理運営しており、二次医療機
関として「地域と共に、地域と生きる、地域を
守る」を理念に地域に根差した医療を提供
しています。

　黒川地域行政事
務組合の運営に係
る人事管理や、
財政管理、施設
管理を３課で行
っています。

　家庭などから排出されるし尿汚泥を適正に
処理しています。

総務課
　 　職員の人事や給与、福利厚生制度の業務の

ほか、組合議会の運営業務も行っています。
財政課
　 　組合の財政や財産の管理、会計業務を行っ

ています。
業務課
　 　黒川浄斎場の管理や介護認定審査会、障害

支援区分認定審査会の運営を行っています。

　火災予防、消火活動をはじめ、救急、救助活
動など、地域住民の生命と財産を守ってい
ます。
　当組合消防本部には、黒川消防署、黒川消防
署大郷出張所、黒川消防署大衡出張所、富谷消
防署があり、職員が訓練に励み、近年多様化す
る災害から住民を守るため活動しています。
　現在、消防本部・黒川消防署の新庁舎を建
　　設中で、令和８年４月供用開始を予定し
　　　　ています。

〈環境管理センター〉

〈環境衛生センター〉

　黒川地域行政事務組合は約180名の職員が黒川地域のために日々業務を行っております。
大きく４つの分類に分けて紹介します。

どのような仕事をしているの？
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議 会 報 告
❖ 令和７年第２回臨時会（令和７年４月17日） ❖

❖ 令和７年第３回臨時会（令和７年５月27日） ❖

報告第１号 　専決処分の報告について（損害賠償の額を定め、和解することについて）
承認第１号 　�専決処分の承認を求めることについて（令和６年度黒川地域行政事務組合一般会計補

正予算（専決第４号））

議案第18号 　刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
議案第19号 　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
議案第20号 　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
議案第21号 　高規格救急車の取得について

【全ての議案が可決・承認されました】

議案第22号 　令和７年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第１号）
議案第23号 　�令和６・７年度黒川地域行政事務組合消防本部・黒川消防署新庁舎建設工事請負契約

の変更について

議案第24号 　�令和７年度黒川地域行政事務組合消防本部・黒川消防署新庁舎外構等整備工事請負契
約について

【全ての議案が可決されました】
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申し込み先　消防本部警防課救急係　☎345−6888

救命講習のご案内　普通救命講習予定（一般公募）

開催日 場　所 時間等

令和７年８月20日（水） 大郷出張所 午後６時30分から
午後９時30分まで
（３時間講習）令和７年９月24日（水） 富谷消防署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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令和６年度　予算執行状況のお知らせ
令和７年３月末現在における令和６年度各種会計の予算執行状況は下記のとおりです。

今後も引き続き効果的・効率的な予算執行を行ってまいります。

一 般 会 計

特 別 会 計

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計

（歳　入） 　 （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 収　入　済　額 収　入　率

分 担 金 及 び 負 担 金 2,395,923 2,395,923 100.0%
使 用 料 及 び 手 数 料 14,736 15,909 108.0%
国 庫 支 出 金 35,538 10,642 29.9%
県 支 出 金 77 78 101.3%
財 産 収 入 1,733 1,725 99.5%
繰 入 金 61,177 61,177 100.0%
繰 越 金 28,548 28,549 100.0%
諸 収 入 29,282 36,336 124.1%
組 合 債 782,300 715,700 91.5%

合　　　計 3,349,314 3,266,039 97.5%

（歳　出） 　 （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 執　行　率

議 　 会 　 費 2,569 2,383 92.8%
総 　 務 　 費 205,512 200,860 97.7%
民 　 生 　 費 80 49 61.3%
衛 　 生 　 費 908,972 564,724 62.1%
消 　 防 　 費 2,044,056 1,398,851 68.4%
公 　 債 　 費 188,025 188,024 100.0%
予 　 備 　 費 100 0 0.0%

合　　　計 3,349,314 2,354,891 70.3%

介護認定審査会特別会計
（歳　入） 　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 11,930 11,930 100.0%
繰 越 金 941 941 100.0%
諸 収 入 15 21 140.0%

合　　　計 12,886 12,892 100.0%

（歳　出） 　 （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

介護認定審査会費 12,886 11,736 91.1%

 （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収益的
収　支

収入 198,056 198,437 100.2%
支出 359,747 351,261 97.6%

資本的
収　支

収入 346,502 346,502 100.0%
支出 346,502 346,501 100.0%

 （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収 益 的
収 支

収入 18 22 122.2%
支出 264 262 99.2%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳　入） 　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 1,140 1,140 100.0%
繰 越 金 1 122 12200.0%
諸 収 入 1 0 0.0%

合　　　計 1,142 1,262 110.5%

（歳　出） 　 （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

障害支援区分認定審査会費 1,142 1,002 87.7%
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有害ごみ 

32t（0.2％） 

粗大ごみ 

304t（2.1％） 

燃えないごみ 

259t（1.8％） 

資源ごみ 

1,251t（8.5％） 

燃えるごみ 

12,827t（87.4％） 

紙類・布類 

46.2％ 

ビニール・合成樹脂等 

22.4％ 

木・竹・わら類 

11.6％ 

生ごみ等 

13.4％ 

不燃物類 

3.1％ 

その他 

3.3％ 

令和６年度に環境管理センターに搬入されたごみの搬入状況を以下のとおり公表します。

[単位：ｔ]

（　）内は前年度

減少傾向

身の回りにある紙類ってこんなもの！

環境管理センター

ごみ減量化のカギは「 分 別 」

ごみの種類別割合を見ると、圧倒的に燃えるごみの割合が高く、そのうち、
半分を紙類・布類が占めています。
燃えるごみのうち、紙類には紙製容器包装や雑がみとしてリサイクル
することでごみの減量化に繋がるものがあります。

※資源ごみ・・・缶、びん、ペットボトル、プラ製容器包装、
　　　　　　　　紙製容器包装、雑がみ、新聞、雑誌、ダンボールなど

町村別ごみ搬入状況

ごみの種類別割合 燃えるごみのごみ質別割合

一般ごみ
町村 家 庭 系 事 業 系 合　計 前年度比

大 和 町 6,423（6,487） 3,261（3,354） 9,684（  9,841） △1.6%
大 郷 町 1,703（1,697） 921（   942） 2,624（  2,639） △0.6%
大 衡 村 1,208（1,233） 1,157（1,234） 2,365（  2,467） △4.1%
合 　 計 9,334（9,417） 5,339（5,530） 14,673（14,947） △1.8%

紙製の
はがき・
封　筒

※窓付き封筒の窓は
　リサイクル可と
　表記がなければ
　取り除く

トイレットペーパーやラップの芯
※つぶして

ダイレクト
メールの
チラシ類

紙袋・包装紙
※紙袋の持ち手

　（紙以外のもの）

コピー用紙
※ホチキス針は可

（金属の部分は

　取り除く）

メモ用紙

カレンダー

説明書

台紙類
（Yシャツや

ストッキングなどに

入っている紙）

お菓子・食品・
ティッシュ等の紙箱
※必ずたたんで

ビニール部分は→
プラスチック製
容器包装へ
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5,819 5,922 5,673 5,530 5,339
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事業系 家庭系 災害ごみ

それは「有害ごみ」です！ちょっと待っ
て！

実際に「プラスチック製容器包装」に混入していた「有害ごみ」

　環境管理センターでは、小型充電式電池（リチウム
イオン電池等）が原因と思われる火災が発生し、機械
の一部が焼損する事案が発生しております。

　リチウムイオン電池による火災は、住
民皆さまのご協力によって防ぐことがで
きます。

　リチウムイオン電池に限らず、左の写
真にあるような電池が含まれている
物は、全て有害ごみとして分別して
いただきますよう引き続きご理解、ご協
力をよろしくお願いいたします。

「プラスチック製容器包装」に「有害ごみ」が？！？！

減少傾向

　今後もこのような結果を継続していくためには、住民の皆さま１人ひとりの
取り組みが大きな力になりますので、引き続きごみの減量化やリサイクル推進
にご理解、ご協力をお願いいたします。

　当組合では、「黒川地域循環型社会形成推進地域計画」において、ごみ減量化を推進する上で、国・
県の方針や地域特性を考慮して算出した、富谷市を除いた大和町・大郷町・大衡村のごみ減量目標数値
（１人１日あたりに排出されるごみの量）を定めています。
　令和６年度における１人１日あたりに排出されたごみの量の目標達成状況は、令和12年度目標数値
に対し、家庭系ごみで△4.6％、事業系ごみで△6％、一般ごみ総計で△5.1％となっており、住民の皆
さまのご協力により目標を達成することができました。

年度別ごみ搬入状況 １人１日あたりの排出量目標達成状況

令和６年度 令和12年度
目標数値

人口（人） 40,789 ―

一般ごみ（t） 14,673 ―

１人１日あたりの
家庭系ごみ（g/人・日） 627 657

１人１日あたりの
事業系ごみ（g/人・日） 359 382

１人１日あたりの
一般ごみ（g/人・日） 986 1,039

電気シェーバー

ゲーム機
コントローラー

電子タバコ

モバイル
バッテリー

その他
（電子体温計、
電動歯ブラシ、
美顔器）
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熱中症は予防が大切です！

のどが渇いていなくても
こまめに水分補給しよう！

熱中症警戒アラート発令中は
外出をできるだけ控え暑さを
避けましょう！

部屋の温度を確認して
冷房機器を使いましょう！

救急車を呼ぶか迷った時は
おとな救急電話相談『♯7119』
に電話しましょう！

帽子や日傘を上手に使って
涼しい服装をしましょう！

※令和６年の黒川管内での熱中症による救急搬送は64名でした。

「火災・救急・救助は１１９番へ」
「１１９番は　あわてず・ゆっくり・はっきりと！」

サイレンを鳴らさないで災害現場に
　　　　　行くことはできません。 

※道路交通法で消防用自動車が緊急の用務として走行する場合は、サイレンを鳴らして赤色
の警光灯をつけて走行しなければならないと定められているからです。
　救急車・消防車を本当に必要としている地域の皆さんのもとへ少しでも早く、安全に到着
するためにご協力のほどお願い申し上げます。

問い合わせ先：消防本部指令課　☎345−4161

「救急車のサイレンの音を
消して来てくれませんか？」
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花火の誤った使い方は

山の事故を防ごう！６つのポイント

※公益社団法人　日本煙火協会の2025注意書

　山では季節を問わず、年間を通じ多くの事故が発生しています。山のレジャーを安全に楽しん
でいただくよう、「山の事故」を防ぐ6つのポイントをまとめました。
　・事前の情報収集を万全に

登山する山の地形や登山道、過去の事故情報などを把握し、装備や服装・ルート選び・
スケジュール作成の参考にしましょう。

　・無理のない登山計画を
明るいうちに下山できるようなスケジュールにしましょう。

　・登山計画書の作成、提出
最近では、インターネットによる登山計画書の作成・提出
サービスも用意されていますので、ご活用ください。
（山岳安全対策ネットワーク協議会オンライン登山届システム「コンパス」）

　・服装、地図、通信手段などの万全の装備を
万一遭難した場合に助けを呼べるよう、携帯電話や無線機などの通信手段を予備バッテリー
も含めて必ず携行しましょう。

　・冷静な状況判断と慎重な行動を
無理に登山を続けるのは非常に危険です。状況を冷静に判断して、早めに中止するか、引き
返すよう努めましょう。

　・下山のときこそ細心の注意を！
遭難事故は下山時に多く起きています。もし、道に迷ってしまったら、そのまま下山するの
ではなく、元の道に引き返すようにしましょう。
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ひあそびはしません！

　
当
消
防
本
部
で
は
、
黒
川
地
域
内
の
保
育

園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
等
に
通
う
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
防
火
・
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
火
遊
び
の
怖
さ
」

を
遊
び
の
中
か
ら
教
え
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
任
命
式
、
年
度
末

に
は
、
一
年
間
防
火
・
防
災
に
努
め
て
く
れ

た
子
ど
も
た
ち
へ
感
謝
を
込
め
て
、
感
謝
状

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　
任
命
式
に
併
せ
て
避
難
訓
練
や
消
防
車
両

の
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
防
業
務
へ
の

関
心
、
理
解
を
深
め
、
消
防
士
か
ら
は
、

「
火
は
便
利
だ
け
ど
使
い
方
を
間
違
え
る
と

危
険
」
と
い
う
こ
と
も
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

中
で
伝
え
て
い
ま
す
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
災
意
識
の
向
上
！

明石台若樹の森こども園

富谷市立富谷保育所

おおひら万葉こども園

富谷市立成田保育所

大和町すぎのここども園

とみや杜の橋こども園

～上記以外の保育園・幼稚園等の幼年消防クラブ隊員の皆さんも活躍しています！～

幼年消防クラブ隊員の皆さん、一年間よろしくお願いします！
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古
田
さ
ん
か
ら

　
私
は
「
被
災
地
の
人
口
は
東
日
本
大
震

災
を
機
に
ど
の
よ
う
に
変
動
し
て
い
る

か
？
今
後
の
被
災
地
の
人
口
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
、

研
究
・
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
地
の
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

被
災
地
で
あ
る
地
元
に
定
住
し
た
い
と
思

う
若
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
住

し
た
い
と
思
う
若
者
が
増
え
る
た
め
に
地

域
貢
献
の
取
り
組
み
に
着
目
し
、「
準
防

災
士
」
の
資
格
設
定
を
立
案
し
ま
し
た
。

防
災
士
と
い
う
資
格
は
「
減
災
、
防
災
力

向
上
の
た
め
の
活
動
が
期
待
さ
れ
、
そ
の

た
め
に
十
分
な
意
識
・
知
識
・
技
能
を
有

す
る
も
の
」
で
あ
り
、
今
後
も
自
然
災
害

が
起
こ
り
う
る
地
域
に
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
「
準
防
災
士
」
は
そ
の
防
災
士
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　
「
準
防
災
士
」
は
地
域
の
防
災
士
か
ら

講
習
を
受
け
、
実
際
に
起
こ
り
う
る
災
害

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
備
え
を
す
れ
ば
よ

い
か
、
そ
し
て
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
寄
り
添
っ
た
備
え
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
な
ど
、
課

題
を
設
定
し
て
学
び
や
活
動
の
場
を
広
げ
、

地
元
へ
の
愛
着
や
地
域
貢
献
の
意
識
を
若

い
う
ち
か
ら
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。
そ
の
活
動
を
通
し
、「
将
来
も
地
元

に
住
み
た
い
」、「
地
域
貢
献
し
た
い
」
と

意
識
改
革
で
き
れ
ば
被
災
地
の
人
口
を
安

定
さ
せ
る
一
因
に
な
る
と
い
う
構
想
を
練

り
ま
し
た
。

　
「
準
防
災
士
」
と
い
う
資
格
設
定
に
つ

い
て
は
現
実
化
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ

問
題
点
が
あ
り
、
時
間
を
要
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
身
近
な
地
域
の
解
決
策
と
し
て

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

黒
川
消
防
に
取
材
訪
問
‼

〜 

研
究
の
手
が
か
り
を 

〜

仙台二華高等学校三年　古田梨紗さん 左から黒川消防署　内海隊長　齋藤主任　畠山主査
　
令
和
７
年
４
月
３
日　
宮
城
県
仙
台
二
華

高
等
学
校
３
年
放
送
部　
古
田
梨
紗
さ
ん
が

当
消
防
職
員
へ
取
材
の
た
め
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

　
古
田
さ
ん
は
若
い
世
代
向
け
の
資
格
「
準

防
災
士
」
と
い
う
資
格
設
定
を
立
案
し
、

「
準
防
災
士
」
と
し
て
必
要
な
自
然
災
害
時

の
心
得
や
備
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど

の
防
災
知
識
を
自
ら
学
ん
で
お
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
研
究
の
手
が
か
り
を
見
つ
け
よ
う

と
考
え
て
き
た
多
く
の
質
問
・
提
案
を
し
、

住
民
目
線
で
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

消
防
と
し
て
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
古
田
さ
ん
は
、
こ
の
研
究
を
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
と
し
て
作
成
し
、
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

へ
出
場
し
ま
し
た
。

古田さんが作成した資料を
拝見させていただきました。
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公
立
黒
川
病
院

内科医師
福住　美早樹

内科医師
中村　浩史郎

　
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
内
科
で
勤

務
し
て
お
り
ま
す
、
中
村
浩
史
郎
と
申

し
ま
す
。
医
師
５
年
目
で
、
こ
の
度
公

立
黒
川
病
院
へ
ご
縁
を
い
た
だ
き
6
か

月
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
出
身
は
東
京
都
で
、
総
合
診
療
科
の

専
門
医
を
取
得
す
る
た
め
に
こ
れ
ま
で

都
内
の
大
学
病
院
や
地
域
拠
点
病
院
、

慢
性
期
病
院
で
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。

総
合
診
療
科
と
は
日
本
で
は
２
０
１
８

年
か
ら
正
式
に
認
め
ら
れ
た
一
番
新
し

い
診
療
科
で
、
一
言
で
い
う
と
「
ま
る

ご
と
診
る
専
門
家
」
で
す
。
臓
器
や
分

野
に
と
ら
わ
れ
ず
あ
ら
ゆ
る
病
気
を

「
ま
る
ご
と
診
る
」、
病
の
根
っ
こ
に

あ
る
家
族
や
生
活
の
背
景
を
「
ま
る
ご

と
診
る
」、
町
や
地
域
全
体
の
健
康
を

「
ま
る
ご
と
診
る
」
こ
と
を
得
意
分
野

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ

　
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
公
立
黒
川

病
院
の
内
科
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、

福
住
美
早
樹
と
申
し
ま
す
。
本
年
度
で

医
師
６
年
目
で
す
。
前
年
度
は
山
梨
県

上
野
原
市
に
あ
り
ま
す
、
上
野
原
市
立

病
院
の
内
科
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

初
診
外
来
、
再
診
外
来
、
病
棟
、
救
急

外
来
、
訪
問
診
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
私
は
奈
良
県
奈
良
市
の
出
身
で
、
奈

良
県
立
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。

東
大
寺
や
奈
良
公
園
の
近
隣
で
人
生
の

大
半
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
初
期
研

修
を
修
了
後
は
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ご
縁
で
、
奈
良
県
の
他
に
福
岡
県
、
山

梨
県
で
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在

の
宮
城
県
に
至
り
ま
す
。
東
北
地
方
へ

は
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
程

馴
染
み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
家
庭
医(FP; 

Fam
ily Practitio

ner, G
P; 

G
eneral Practitioner)

」
と
い
う

名
で
幅
広
く
知
ら
れ
て
い
る
歴
と
し
た

専
門
医
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
人
生
の
大
半
を
関
東
地
方

で
過
ご
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
今
回
が

初
め
て
の
東
北
地
方
で
の
生
活
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
自
然
豊
か
な
こ
の
黒
川
地

域
の
医
療
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
外
来
、
病
棟
、
訪
問
診
療
を

担
当
し
て
お
り
、
日
々
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
の
方
々
、
関
わ
っ
て
下
さ
る
皆
さ

ま
と
接
す
る
中
で
、
と
て
も
人
間
味
あ

ふ
れ
る
暖
か
な
地
域
だ
な
と
感
じ
る
と

同
時
に
、
皆
さ
ま
の
た
め
に
な
に
が
で

き
る
か
を
考
え
、
悩
み
、
勉
強
す
る
日

々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
何
か
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
不
慣
れ
な
点
や

至
ら
な
い
点
も
数
多
く
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
１
日
で
も
早
く
地
域
に
馴
染

み
、
皆
さ
ま
の
力
と
な
れ
ま
す
よ
う
尽

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
短
い
間
で
す
が

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

度
で
あ
り
、
正
直
な
と
こ
ろ
自
分
が
東

北
地
方
で
暮
ら
す
日
が
来
る
と
は
考
え

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
い
ざ
暮
ら
し
て
み
る
と
ま
さ
に
住

め
ば
都
で
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
う

れ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
川
地
域
の
土
地
柄
と
し
て
は
、
仙

台
医
療
圏
の
中
に
あ
り
、
適
切
な
急
性

期
治
療
を
速
や
か
に
受
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。

一
方
で
車
社
会
で
も
あ
り
高
齢
者
世
帯

に
と
っ
て
は
仙
台
市
内
へ
の
通
院
は
負

担
だ
ろ
う
と
も
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
を
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
残
り

の
人
生
を
生
き
や
す
く
す
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。

　
以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
着

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
至
ら
な
い
点
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着
任
の
挨
拶

着
任
の
挨
拶
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『膝の痛みにお悩みではありませんか？』

　冬瓜は、インド、東南アジア原産で、日本では平安時
代の「本草和名」に記載があることから、古くから親し
まれてきた野菜です。漢字で「冬瓜」と書くので冬の野
菜のようですが旬は夏です。丸のまま冷暗所に保存して
おけば、冬までもつことからこの名前がついたそうです。
95％が水分であるため、体の熱を冷ます作用があり夏場
の熱中症対策に効果的です。栄養成分としては、免疫力
を高めるビタミンC、食物繊維、利尿作用のあるカリウ
ムが含まれています。カリウムはナトリウムの排泄を促
すことからむくみの解消や高血圧に効果が期待できます。
　淡白な味なので煮物調理でしっかり味を含ませるとお
いしいです。使い切れない時は、皮とワタを取り除き、
適当な大きさに切って冷凍保存するといいでしょう。

○掲載記事の訂正について
広域くろかわ110号（令和６年11月発行号）「季節のレシピ」記事の里いもにムチンが含まれることについて、正
確性に欠けるため「ぬめり成分の～役立ちます」を削除いたします。

作り方
①　 冬瓜はワタと皮をむいて一口大に切り、10分程

度下茹でをします。
②　 エビは解凍し塩もみをして臭みを抜き、枝豆は茹

でて薄皮を取っておきます。
③　 鍋に①とだし汁、しょうゆ、みりんを入れ、冬瓜

が柔らかくなるまで15分ほど煮て、冬瓜を取り
出し器に盛りつけます。

④　 ③の調味液に②を入れ５分ほど煮て、おろししょ
うがと水溶き片栗粉を入れトロミが付いたら冬瓜
にかけて出来上がり。

 公立黒川病院　理学療法士　伊藤　智也　
　変形性膝関節症は、痛みや歩きにくくなるなど生活で困ったことが多くなる疾患です。年齢を重
ねるにつれ膝の軟骨が少しずつ減少し、変形や骨がこすれて、痛みが起こりやすくなります。その
他の症状としては水が溜まる、筋肉のこわばりなどが生じます。この疾患の予防や進行を緩やかに
するために、運動が有効とされています。今回は、ご自宅で可能な運動をご紹介したいと思います。
【運動内容】
　各３秒ずつ/１セット15～20回程度/２～３セット

＊注意事項＊
・膝の腫れや熱を有する場合は速やかに整形外科を受診しましょう。
・痛みや辛さを感じる強さの運動は逆効果です。すぐに中止してください。

材料（２人分）
冬瓜　　　　　　200ｇ　
冷凍むきエビ　　50ｇ
枝豆　　　　　　30ｇ
塩　　　　　　　適量
おろししょうが　小さじ1/2
片栗粉　　　　　小さじ1
だし汁　　　　　400㏄
しょうゆ　　　　20㏄
みりん　　　　　大さじ1

冬
とう

瓜
がん

とえびのあんかけ
季
節
の
料
理
レ
シ
ピ

公
立
黒
川
病
院
栄
養
室
室
長
　

小
岩
　
陽
子

①仰向けで膝、お尻、
胸が一直線になるよ
うに持ち上げ戻す

②横向きに寝て、上の
足を真上に持ち上げ
戻す

③足は肩幅くらいに広げ、つま先は少し外側
に向け、お尻をおろし戻す
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私たちと一緒に働きませんか？

9 月21日（日）
7 月 1 日（火）～
　 　8 月 4 日（月）

※詳細は当組合ホームページをご確認ください。

初級行政職　行政事務及び一般廃棄物処理施設等における技術的業務に従事します。
初級消防職　消防署等において、警防・予防・救急等の消防業務に従事します。

１次試験日時

職務内容

試験内容

・仕事に誇りと使命感を持ち、地域住民
　のために行動できる人物
・仕事に熱意を持ってのぞみ、最後まで
　忍耐強くやりきる人物
・プラス思考で、積極的に課題解決にチ
　ャレンジできる人物
・チームワークを大切にし、協力して仕
　事を進めることができる人物

求める人物像

受験申込者に別途お知らせします。
１次試験会場

①黒川地域行政事務組合事務所総務課
②黒川地域行政事務組合消防本部及び富谷消防署

受験申込書の配布場所
黒川地域行政事務組合総務課
☎345－1541

申込み・問い合わせ先

　平成９年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による
高等学校を卒業した方、または令和８年３月31日までに卒業
見込みの方

初級行政職 若干名

①平成12年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による
　高等学校を卒業した方、または令和８年３月31日までに卒
　業見込みの方
②普通自動車の運転免許を有する方。採用後１年以内に普通
　自動車の運転免許を取得する見込みのある方

初級消防職 ６名程度

受 付 期 間

黒川地域行政事務組合

試験情報

職員採用試験
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